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加工食品の原料原産地表示の拡大について 7
～パブリックコメントの結果が公表されました～

　

２
０
１
７
年
６
月
８
日
、
消
費
者
委
員
会
食
品
表

示
部
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
２
０
１
７
年
４
月
２

５
日
ま
で
意
見
募
集
し
た
原
料
原
産
地
表
示
制
度
改

正
に
関
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
、
集

計
結
果
を
も
と
に
し
た
審
議
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

主
な
内
容
と
し
て
は
、「
経
過
措
置
期
間
」
は
５
年

程
度
が
適
当
で
あ
る
と
い
っ
た
議
論
が
さ
れ
ま
し

た
。（
そ
の
後
６
月
２
９
日
開
催
の
同
部
会
に
お
い

て
、
経
過
措
置
期
間
を
２
０
２
２
年
３
月
末
ま
で
と

す
る
諮
問
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
前
の
案
で
は
２
０
２
０
年
３
月
末
ま
で
と
さ

れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
２
年
延
長
さ
れ
た
形
に
な
り

ま
す
。）

寄
せ
ら
れ
た
意
見

　

今
回
の
改
正
案
に
対
し
、
寄
せ
ら
れ
た
意
見
総
数

は
８
，７
１
５
件
で
し
た
。
う
ち「
お
に
ぎ
り
の
の
り
」

に
関
す
る
意
見
だ
け
で
３
，０
０
０
件
以
上
あ
る
の

で
す
が
、２
０
１
４
年
８
月
に
意
見
募
集
さ
れ
た
「
食

品
表
示
基
準
（
栄
養
成
分
義
務
化
や
ア
レ
ル
ゲ
ン
、

添
加
物
表
示
、
製
造
所
固
有
記
号
等
の
改
正
）」
に

対
す
る
意
見
総
数
が
４
，３
２
９
件
で
あ
っ
た
こ
と

を
考
え
る
と
、
今
回
の
原
料
原
産
地
表
示
制
度
の
改

正
は
や
は
り
関
心
の
高
い
テ
ー
マ
で
あ
る
と
い
え
る

で
し
ょ
う
。

　

意
見
募
集
の
結
果
を
ま
と
め
た
「
主
な
意
見
の
概

要
と
意
見
に
対
す
る
考
え
方
」
を
見
る
と
、
賛
成
意

見
の
多
く
は
同
じ
よ
う
な
内
容
に
集
約
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
反
対
意
見
に
は
様
々
な
内
容
が
あ
る
こ
と
が

み
て
と
れ
ま
す
。
ま
た
原
料
原
産
地
制
度
の
改
正
案

に
対
し
て
誤
解
さ
れ
て
い
る
意
見
も
少
な
く
な
く
、

   や
は
り
複
雑
な
制
度
で
あ
る
こ
と
を
、
あ
ら
た
め
て

感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

変
更
点
の
ポ
イ
ン
ト

　

今
回
の
意
見
募
集
結
果
を
受
け
、
消
費
者
庁
よ
り

変
更
案
が
提
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
き
く
４
点
あ
り

ま
す
の
で
、
順
番
に
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

１
．「
可
能
性
表
示
」
の
呼
称
に
つ
い
て

　

２
．
過
去
の
産
地
別
使
用
実
績
の
期
間
の
取
り

　
　
　

方
に
つ
い
て

　

３
．
経
過
措
置
期
間
に
つ
い
て

　

４
．
消
費
者
へ
の
普
及
・
啓
発
に
つ
い
て

『「
可
能
性
表
示
」
の
呼
称
に
つ
い
て
、「
又
は
表
示
」

と
い
う
呼
称
も
使
用
す
る
こ
と
と
す
る
』

　

“

﹁
可
能
性
表
示
﹂
な
ど
の
表
示
方
法
の
呼
称
は
、

法
令
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
く
、
従
来
か
ら
、
産
地

と
し
て
複
数
の
国
の
使
用
可
能
性
が
あ
る
点
に
着
目

し
て
、﹁
可
能
性
表
示
﹂
と
い
う
名
称
で
呼
ば
れ
て

い
た
。”

　

“

﹁
可
能
性
﹂
と
い
う
言
葉
に
よ
り
、
表
示
さ
れ
て

い
る
産
地
以
外
の
も
の
が
使
用
さ
れ
て
い
る
か
も
し

れ
な
い
と
消
費
者
が
誤
認
し
な
い
よ
う
、﹁
又
は
﹂

で
つ
な
い
で
い
る
産
地
の
み
を
使
用
し
て
い
る
こ
と

を
明
確
に
す
る
た
め
、﹁
又
は
表
示
﹂
と
い
う
呼
称

も
使
用
す
る
こ
と
と
す
る
。”

　

寄
せ
ら
れ
た
意
見
に
「
改
正
案
に
基
づ
く
表
示
で

は
一
つ
の
商
品
に
対
し
て
複
数
の
表
示
が
行
わ
れ
る

が
、
消
費
者
が
こ
れ
ら
の
表
示
の
意
味
を
理
解
で
き

 

『
積
極
的
な
普
及
・
啓
発
活
動
に
加
え
、
表
示
制

度
の
理
解
度
調
査
を
実
施
す
る
』

　

“

新
た
な
食
品
表
示
制
度
に
つ
い
て
、
消
費
者

向
け
Ｑ
＆
Ａ
を
始
め
と
す
る
消
費
者
へ
の
普
及
・

啓
発
の
た
め
に
分
か
り
や
す
い
資
料
を
作
成
し
、

説
明
の
場
も
積
極
的
に
設
け
、
理
解
促
進
を
図
る

こ
と
と
す
る
。
ま
た
、
新
た
な
食
品
表
示
制
度
が

ど
れ
だ
け
消
費
者
に
理
解
さ
れ
た
か
、
継
続
的
に

食
品
表
示
に
関
す
る
消
費
者
意
向
調
査
を
実
施

し
、
理
解
度
を
調
査
・
把
握
し
て
い
く
予
定
。”

　

寄
せ
ら
れ
た
意
見
に
「
広
く
消
費
者
に
普
及
・

啓
発
活
動
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
数
年
後
に

消
費
者
の
理
解
度
を
調
査
す
る
こ
と
を
要
望
す

る
。」「
例
外
規
定
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
は
、
実
行

可
能
性
を
担
保
す
る
観
点
か
ら
や
む
を
得
な
い
も

の
と
考
え
る
が
、
今
後
、
新
た
な
基
準
の
周
知
を

事
業
者
だ
け
に
委
ね
ず
、
国
に
お
い
て
し
っ
か
り

と
対
応
し
て
ほ
し
い
。」
と
い
っ
た
声
が
多
か
っ

た
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
施
策
を
検
討
し
て
い

る
と
思
わ
れ
ま
す
。

 

経
過
措
置
期
間
は
２
０
２
２
年
３
月
末

ま
で
に
変
更

 　

以
上
の
件
に
つ
い
て
、
各
委
員
の
意
見
確
認
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
た
だ
し
経
過
措
置
期
間
に
つ
い

て
は
具
体
的
な
議
論
が
行
わ
れ
、「
５
年
程
度
が

適
当
」
と
結
論
付
け
ら
れ
た
の
ち
、
６
月
２
９
日

の
同
部
会
に
お
い
て
「
２
０
２
２
年
３
月
末
ま
で
」

と
さ
れ
ま
し
た
。
次
回
食
品
表
示
部
会
は
７
月
１

２
日
に
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。
ご
関
心
の
あ
る

方
は
引
き
続
き
確
認
さ
れ
る
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。

（
川
合
）

 

参
照
：
消
費
者
委
員
会
食
品
表
示
部
会　

第
４
０
回
食
品

表
示
部
会
議
事
録

http://w
w
w
.cao.go.jp/consum

er/kabusoshiki/sy

okuhinhyouji/bukai/040/gijiroku/index.htm
l 　

な
い
よ
う
で
あ
れ
ば
、
周
知
、
徹
底
を
十
分
に
行
い
、

理
解
を
深
め
た
の
ち
に
実
施
す
べ
き
。」「
可
能
性
表

示
で
は
、
実
際
に
自
分
が
購
入
し
た
い
も
の
が
、
本

当
は
ど
こ
の
産
地
な
の
か
特
定
で
き
な
い
。」
と
い
っ

た
声
が
多
く
、
誤
認
を
防
ぐ
た
め
に
こ
の
よ
う
な
見

直
し
を
検
討
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

『
過
去
の
産
地
別
使
用
実
績
の
期
間
の
取
り
方
に
つ
い

て
、「
製
造
年
か
ら
３
年
前
の
１
年
」
も
可
と
す
る
』

　

“

可
能
性
表
示
及
び
大
括
り
表
示
を
行
う
場
合
の
過

去
の
産
地
別
使
用
実
績
に
お
い
て
、
実
績
の
根
拠
を

１
年
と
す
る
場
合
、﹁
製
造
年
か
ら
３
年
前
の
１
年
は

不
可
﹂
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
に
お
け
る
意
見
等
を
踏
ま
え
、
製
造
年
か
ら

遡
っ
て
３
年
以
内
の
中
で
、
１
年
以
上
で
あ
れ
ば
、

期
間
の
取
り
方
に
制
限
は
設
け
な
い
こ
と
と
し
、﹁
製

造
年
か
ら
３
年
前
の
１
年
も
可
﹂
と
す
る
。”

　

寄
せ
ら
れ
た
意
見
に
「
過
去
デ
ー
タ
の
蓄
積
・
管

理
と
包
装
フ
ィ
ル
ム
の
改
版
タ
イ
ミ
ン
グ
を
考
え
る

と
、
運
用
が
困
難
な
局
面
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
３

年
前
単
年
も
許
可
し
て
ほ
し
い
。」「
可
能
性
表
示
に

つ
い
て
、
実
績
の
場
合
で
は
最
低
３
年
前
、
計
画
に

つ
い
て
は
計
画
か
ら
２
年
間
は
認
め
て
ほ
し
い
。」
と

い
っ
た
声
が
多
く
、
実
行
可
能
性
確
保
の
た
め
に
こ

の
よ
う
な
見
直
し
を
検
討
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

 『
経
過
措
置
期
間
に
つ
い
て
、
見
直
し
を
検
討
す
る
』

　

“

経
過
措
置
期
間
は
、﹁
食
品
表
示
基
準
の
経
過
措

置
期
間
と
同
様
、
平
成
３
２
年
︵
２
０
２
０
年
︶
３

月
末
﹂
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
新
制
度
へ
の
移

行
に
漏
れ
を
な
く
す
観
点
か
ら
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
に
お
け
る
意
見
等
を
十
分
考
慮
し
た
上
で
、
最

終
的
に
判
断
す
る
。”

　

寄
せ
ら
れ
た
意
見
に
「
経
過
措
置
期
間
と
し
て
、

平
成
３
２
年
（
２
０
２
０
年
）
３
月
末
か
ら
、
あ
と

１
〜
２
年
ほ
し
い
。
原
料
原
産
地
対
象
商
品
が
多
く
、

調
査
・
シ
ス
テ
ム
対
応
・
切
替
え
な
ど
を
段
階
的
に

交
換
す
る
必
要
が
あ
る
。」
と
い
っ
た
声
が
多
く
、
実

行
可
能
性
確
保
の
た
め
に
こ
の
よ
う
な
見
直
し
を
検

討
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
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今月の「お気に入り」言葉

講演のお知らせ　7月（東京）

原料原産地表示・輸出入食品の各国基準への対応

◆日時：2017 年 7月 27 日（水）15：00 ～ 17：00

◆会場：東京ビッグサイト会議棟 C 会場 608 号

　　　　（東京都江東区有明 3-11-1）

◆主催：株式会社データ・マックス様

◆講演者：川合裕之（株式会社ラベルバンク）

月刊『食品と開発』連載のお知らせ ⑥

表示ミスを防ぐための食品表示実務の大切なポイント
～原料原産地、遺伝子組換えの表示～

今回は、この「原料原産地、遺伝子組換えの表示」について下記 6つのポイントでまとめています。

１．優良誤認に注意が必要な表示
２．原料原産地表示の対象
３．原料原産地の強調表示
４．遺伝子組換え表示の対象
５．遺伝子組換えの表示方法と強調表示
６．表示と内容との定期的な整合性確認を

ご関心のある方はぜひ書店でお買い求めください。

◆内容：
分かりにくい原料原産地表示についての原則の表示方法、
いくつかの例外表示の条件、また表示ミス防止のために想
定される実務上のポイントについて解説いたします。
また、輸出入食品の各国基準への対応についてもお伝えい
たします。

　   月刊『食品と開発』のご紹介はこちら
http://www.kenko-media.com/food_devlp/

（ことわざ）
待てば海路の日和あり

　月刊『食品と開発』7月号（UBMジャパン株式会社）にて弊社が担当している連載のご紹介です。
第 6 回目の テーマは、「原料原産地、遺伝子組換えの表示」です。

今回は原料原産地と遺伝子組換えに関する2つの表示事項をまとめています。これらは栄養成分や添加物、アレルゲンといっ
た事項とは異なり、2015 年 4月施行の新基準（食品表示基準）への切り替えにおいて主な変更点はありませんでした。ただ、
その後に両事項についての検討会が開催されています。

名称

原材料名

内容量

りんご、砂糖

・・・

・・・ ・・・ ・・・

原料原産地名 Ａ国

名称

原材料名

内容量

りんご（A国）、
砂糖

・・・ 名称

原材料名

内容量

りんご、砂糖

・・・

原料原産地名 商品名下部に記載

図 1　原料原産地の表示方法
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